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誰
の
た
め
に

住
宅
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
か
？ 11 月 28 日、「住まいについて語る集い」が

行われました。住宅が必要な人は？　どん
な住宅が良いか？　思いを巡らせました。



Top News

宮下・荒屋敷地区の 39 軒に取り付けられ
ている木製の屋号看板。50㎝角の正方形
で、黒地に白で屋号が書かれている。通り
を歩く人の目に入る位置に取り付けられ、
木造建築の家並みの風情を演出している

グッドデザイン賞受賞を二瓶隆司町長に報告した宮下・荒屋敷まちづくり委員会の佐久間
宗一委員長（右）と会津大学の柴﨑恭秀准教授（左）。使用が許可された「Ｇマーク」が
表示された表彰状とプレートを手に、今後の地域づくりに向けて気持ちを新たにした

　

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
は
日
本

デ
ザ
イ
ン
振
興
会
が
数
々
の
優

れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
与
え
て
い
る

賞
で
、
一
般
に
広
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
宮
下
・
荒
屋
敷
地
区

の
屋
号
看
板
は
、「
公
共
領
域

の
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
部
門
」
で

受
賞
し
ま
し
た
。
宮
下
・
荒
屋

敷
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
佐
久

間
宗
一
委
員
長
と
、
デ
ザ
イ
ン

し
た
会
津
大
学
短
期
大
学
部
の

柴
﨑
恭
秀
准
教
授
が
11
月
27
日

に
役
場
を
訪
れ
、
二
瓶
隆
司
町

長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
地
区
は
昭
和
17
年
の
大
火

後
、
一
斉
に
住
宅
や
店
舗
が
建

て
ら
れ
た
歴
史
が
あ
り
、切
妻
・

真
壁
な
ど
が
特
徴
の
木
造
の
家

並
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。
屋
号

看
板
の
ほ
か
、
小こ

径み
ち

の
道
し
る

べ
も
設
置
し
、
町
な
か
を
歩
い

て
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
し
て
い

ま
す
。
審
査
で
は
「
か
つ
て
職

業
的
、
立
場
的
な
意
味
が
あ
っ

た
屋
号
の
調
査
に
よ
り
、
忘
れ

去
ら
れ
て
い
た
そ
の
地
の
記
憶

を
呼
び
戻
し
、
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
地
域
づ
く
り
が
広
が
っ
て

い
る
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

柴
﨑
准
教
授
は
「
屋
号
は
蔵

に
残
っ
て
い
た
も
の
な
ど
を

参
考
に
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
に
選
ば
れ
た

こ
と
で
、
こ
の
地
区
が
元
祖
と

な
り
、
周
り
の
見
る
目
も
変
わ

り
ま
す
。
そ
し
て
一
番
大
事
な

の
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
住
民
の
皆
さ
ん
の
誇
り
を
呼

び
起
こ
す
こ
と
で
す
」
と
思
い

を
語
り
ま
し
た
。
佐
久
間
委
員

長
は
「
受
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う

に
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く
町
並

み
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」

と
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

宮下・荒屋敷地区

屋号看板
グッドデザイン賞

GOOD DESIGN AWARD 2012

こ
こ
に
住
む
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
、

人
生
を
考
え
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
育
ち
、
学
校
に
行
き
、
仕
事
を
し
、

子
を
育
て
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
、

一
生
を
終
え
る
ま
で
、
こ
の
町
に
住
む
た
め
に
、

考
え
ま
す
。
住
ま
い
に
つ
い
て
。

こ
の
町
に
住
み
た
い
。

住
み
続
け
た
い
か
ら
。

特
集

3 特集

この町に住みたい。
住み続けたいから。

16 三島町文化祭

17 県立宮下病院から
看護師のつぶやき
保健・子育て・健康づくり
スケジュール

18 クローズアップクラブ
№ 5　三島剣友会
民話
第 21 話　大黒様の話

19 第 1 回桐の里じねーんと
ラリーピンポン大会
キンさん、トメさん
二人合わせて 200 歳
ゆめぽけっとにクリスマスツリー

20 12 月の納税
ご寄附
町の人口と世帯
会津坂下警察署からのお知らせ
ほか

21 これからの予定
食品の放射能測定結果　ほか

22 県立宮下病院等後援会
要望活動

23 一歩一歩地区づくり
File 6　早戸地区

24 三島中バレーボール部
県大会 3 位の快挙

12 TownNews7
大石田オーナー制収穫祭
宮下そばと豆腐の会収穫祭
町観光協会田舎体験ツアー
首都圏三島会　第 36 回総会
ひまわり会弁当宅配

「天地明察」山びこで上映
IORI 倶楽部「板倉づくり」勉強会

14 ズームイン６
町民記者の地元密着通信
滝谷和楽塾
高清水・小山健康を守る会
早戸の虫供養
防犯診断
宮下の小径　健康ウォーク
宮下の竹筒「かぐや姫」

目　次
12月
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住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
々
の
要
望
に
応
え
る
の
が
町
営
住
宅
。

し
か
し
老
朽
化
や
施
設
の
不
備
、
単
身
者
用
と
世
帯
用
の
間
取
り

や
戸
数
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
住

宅
を
考
え
る
上
で
、
ま
ず
町
営
住
宅
の
現
状
を
お
伝
え
し
ま
す
。

「
三
島
に
住
み
た
い
。
住
み
続
け
た
い
。
で
も
…
」

町
営
住
宅
の
現
状

住　宅　名 構　造 建設年 間　取　り 戸数 入居世帯数 空室数
中平住宅

1 号棟
非木造

3 階建て 平成 1 年 6 畳 2 間、4 畳半 1 間
台所、浴室、洗面所、トイレ 12 12 0

中平住宅
2 号棟

非木造
3 階建て 平成 2 年 6 畳 2 間、4 畳半 1 間

台所、浴室、洗面所、トイレ 12 10 2

中田住宅 非木造
3 階建て

昭和 63 年
（旧ＪＲ社宅）

6 畳 1 間、4 畳半 1 間、3 畳 1 間
台所、浴室、トイレ 6 6 0

宮下居平住宅
1 号棟

木造
2 階建て 平成 11 年 6 畳 3 間

台所、浴室、洗面所、トイレ 2 2 0

宮下居平住宅
2 号棟

木造
平屋建て 平成 13 年 6 畳 2 間

台所、浴室、洗面所、トイレ 2 2 0

宮下居平住宅
3 号棟

木造
平屋建て 平成 15 年 6 畳 2 間

台所、浴室、洗面所、トイレ 2 2 0

上ノ原住宅 非木造
平屋建て

昭和 43 年 6 畳 1 間、4 畳半 1 間、3 畳 1 間
台所、浴室、トイレ 9 8 1

昭和 44 年 6 畳 1 間、4 畳半 1 間
台所、浴室、トイレ 9 6 3

米子沢住宅 木造
平屋建て

昭和 50 年
（旧営林署支所）

6 畳 2 間、8 畳 1 間
台所、浴室、トイレ 1 1 0

合　計 55 49 6

町営住宅の整備状況 平成 24 年 12 月 1 日現在

※上ノ原団地は老朽化のため新たな入居を募集していません。

（上）町営住宅の中で最も新し
い宮下居平住宅。木造建築の
特徴を生かして建てられ、世帯
用 2 戸、単身者用 4 戸がある

（中）旧ＪＲ社宅を利用した中
田住宅。世帯用 6 戸がある

（下）最も古い上ノ原住宅。老
朽化のため新たな入居は募集
せず、今後の整備が検討され
ている

一つの行政区となっている中平住宅。2 棟 24 戸はすべて世帯用の
間取りだが、入居希望の状況により、単身者にも貸し出している

高
い
入
居
率

単
身
者
用
が
不
足

　

当
町
に
は
世
帯
用
、
単
身
者

用
合
わ
せ
て
55
戸
の
町
営
住
宅

が
あ
り
ま
す
。
老
朽
化
に
よ
り

新
た
な
入
居
を
募
集
し
て
い
な

い
上
ノ
原
住
宅
を
除
き
、
入
居

率
は
常
に
95
％
以
上
と
な
っ
て

お
り
、
部
屋
が
空
く
と
す
ぐ
に

申
し
込
み
が
あ
る
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

世
帯
用
と
単
身
者
用
の
間
取

り
が
、
実
際
の
希
望
に
合
わ
な

い
こ
と
が
課
題
の
一
つ
で
す
。

例
え
ば
中
平
住
宅
と
中
田
住
宅

は
す
べ
て
世
帯
用
で
す
が
、
単

身
者
の
申
し
込
み
し
か
な
い
場

合
に
は
入
居
を
許
可
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
逆
に
世
帯
用
の

希
望
が
あ
っ
た
と
き
に
、
空
き

が
な
い
と
い
う
状
況
が
生
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
入
居
希
望
に
十
分
応

え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
住
宅
が
な
い
た

め
に
町
外
か
ら
三
島
町
に
通
勤

し
て
い
る
単
身
者
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
現
状
で
は
単
身
者

用
住
宅
が
不
足
し
て
い
る
と
見

ら
れ
ま
す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
年

数
の
経
過
に
よ
る
老
朽
化
の
ほ

か
、
湿
気
に
よ
る
結
露
、
カ
ビ

な
ど
施
設
面
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
教
員
宿
舎
は
一
般
入

居
用
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
教

職
員
の
入
居
が
少
な
い
た
め
、

町
職
員
住
宅
と
し
て
も
使
用
し

て
い
ま
す
。

宅
地
が
な
く

新
築
が
難
し
い

　

当
町
に
は
宅
地
分
譲
地
が
な

い
た
め
、
新
た
な
土
地
に
家
を

新
築
し
た
い
と
い
う
希
望
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
土

地
の
購
入
に
つ
い
て
は
個
人
と

の
交
渉
に
な
り
、
一
般
に
情
報

も
な
い
の
で
難
し
い
の
が
現
状

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
町
に
は
住

ま
い
を
巡
る
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。
新
た
な
町
営
住
宅
の

建
設
を
考
え
る
場
合
、
単
身
者

用
あ
る
い
は
世
帯
用
、
集
合
住

宅
あ
る
い
は
戸
建
住
宅
、
そ
し

て
用
地
選
定
、
建
設
費
用
な
ど

多
く
の
事
項
を
検
討
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
宅
地
造
成

に
つ
い
て
も
、
用
地
や
規
模
の

検
討
、
需
要
調
査
な
ど
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
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空
き
家
に
明
か
り
を

町
内
に
は
１
０
０
軒
以
上
の
空
き
家
が
あ
り
、
そ
の
数
は
今
後
も
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

空
き
家
が
放
置
さ
れ
、
集
落
が
荒
廃
す
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

心
情
的
に
も
元
気
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
す
し
、
防
災
、
防
犯
上
の
危
険
性
も
増
し
ま
す
。

住
環
境
を
考
え
る
上
で
、
空
き
家
の
解
消
や
活
用
は
緊
急
の
課
題
で
す
。

町内の各地区では、空き家の放置による集落の荒廃が心配されている

町
内
の
１
割
以
上
が
空
き
家

放
置
さ
れ
、
つ
ぶ
れ
る
恐
れ
も

　

町
内
の
空
き
家
は
約
１
２
０
軒

を
数
え
、
そ
の
割
合
は
全
体
の
１

割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
は
所
有
者
の
方
が
定
期
的
に

帰
省
し
、
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る

空
き
家
も
あ
る
一
方
で
、
放
置
さ

れ
荒
廃
し
て
い
る
空
き
家
も
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

　

人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
家
は
痛

む
の
が
早
く
、
放
置
さ
れ
続
け
る

と
倒
壊
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。
町

内
で
は
「
高
齢
化
が
進
み
、
一
人

暮
ら
し
も
多
く
、
自
分
の
家
の
管

理
だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
。
空
き
家

は
所
有
者
に
何
と
か
し
て
も
ら
わ

な
い
と
、村
が
荒
廃
し
て
し
ま
う
」

と
不
安
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

町
で
は
空
き
家
の
改
修
ま
た
は

解
体
費
用
の
助
成
制
度
を
今
年
10

月
に
開
始
し
ま
し
た
。
少
し
で
も

多
く
の
空
き
家
を
な
く
す
、
ま
た

は
使
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

助
成
制
度
で
す
。
し
か
し
自
己
負

担
も
伴
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

情
の
中
で
、
す
べ
て
の
空
き
家
を

解
消
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

壊
す
か
、
使
う
か

朽
ち
て
し
ま
う
前
に

　

後
継
者
の
い
な
い
空
き
家
が
そ

の
ま
ま
放
置
さ
れ
、
権
利
関
係
が

不
明
確
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
そ

の
処
理
が
さ
ら
に
難
し
く
な
り
ま

す
。
所
有
者
の
方
に
は
、
空
き
家

を
ど
う
す
る
の
か
、
早
く
に
判
断

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
お
金

が
か
か
る
問
題
で
す
が
、
必
要
な

対
処
に
つ
い
て
は
町
も
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

利
用
す
る
見
込
み
の
な
い
空
き

家
は
解
体
し
、
そ
の
後
の
土
地
利

用
に
つ
い
て
も
決
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
売
却
や
賃
貸
な
ど

に
よ
り
、
空
き
家
を
有
効
に
活
用

で
き
れ
ば
、
定
住
や
地
域
活
動
の

進
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

町
内
で
は
来
訪
者
と
の
交
流
を

活
性
化
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い

る
地
区
が
あ
り
ま
す
。
印
象
を
悪

く
す
る
空
き
家
は
、
地
区
づ
く
り

の
上
で
も
大
き
な
問
題
で
す
。

　

所
有
者
の
責
任
と
は
い
え
、
一

緒
に
考
え
て
く
だ
さ
る
周
り
の

方
々
の
存
在
が
手
助
け
と
な
り
ま

す
。
隣
近
所
の
皆
さ
ん
に
は
、
で

き
る
範
囲
で
空
き
家
の
解
消
に
つ

い
て
ご
協
力
い
た
だ
き
、
何
ら
か

の
情
報
が
あ
れ
ば
役
場
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場　

地
域
政
策
課

☎
（
48
）
５
５
３
３

　首都圏から当町に移住して4年目になる岩渕
良太さん、美稚子さんご夫婦。これまで空き家
を借りて住んでいましたが、売却の意向があっ
た別の空き家を購入しました。「自分の家を持
ててうれしいです。日当たりも良く、目の前に
は桐畑が広がっていて、春はきれいでしょうね」
と笑顔を見せます。三島町や奥会津の暮らしを、
もっと多くの人に知ってほしいと願う二人。仕
事は地元企業で、林業や建築、農業などを担っ
ています。
　「同世代の人がもっと増えて、一緒に楽しむ
ことができたらうれしいです」

首都圏から移住して田舎暮らし
岩渕良太さん、美稚子さん（大登）

貸家ではなく売却物件を希望していた岩渕良太さん、美稚子さん。移住し
て 4 年目、大登の空き家に住むことが決まり、自分の家としての定住を喜ぶ。
破損個所や痛んだ部分があったため、町の補助採択を受けて改修を行った

空き家に住む。空き家を使う。
空き家活用事例

　町では昨年、町所有の空き家を改修し、「観
光交流館からんころん」としてオープンしまし
た。町の中心部にあるこの建物は昔から「山三」
と屋号で呼ばれ、過去にはさまざまなかたちで
使われてきました。好立地にあることから町づ
くりのための活用が望まれ、町が改修を実施し
ました。外観は宮下地区に多い切妻、真壁の造
りを残し、屋内も木材を使用して温かみのある
空間となっています。観光客はもちろん、地元
でも気軽な休憩所として親しまれています。
問観光交流館からんころん（町観光協会）
☎0241（48）5000

親しみのある街角の憩いの場
観光交流館からんころん（宮下）

町観光協会を指定管理者として昨年 4 月にオープンした「観光交流館から
んころん」。観光案内やお土産販売のほか、土日は手打ちそばとカフェを週
替わりで営業する。田舎体験ツアーなども企画し、観光振興の拠点を担う

町内の
空き家の割合

約14％

　

町
で
は
空
き
家
・
住
宅
の
改

修
費
ま
た
は
空
き
家
の
解
体
費

を
助
成
し
ま
す
。
各
種
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
地
域

政
策
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
助
成
の
額
】

対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
の

額
（
上
限
１
０
０
万
円
）

㊟
審
査
に
よ
り
採
否
を
決
め
ま

す
の
で
、
必
ず
工
事
を
始
め
る

前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
申
請
先
】

　

役
場　

地
域
政
策
課

　

☎
（
48
）
５
５
３
３

空
き
家
・
住
宅

改
修
費
等
助
成
金
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地元発の
家づくり
地元産の木材を使い、山を再生する。
在来工法を生かし、職人の技を受け継ぐ。
暮らしを豊かにするセンスを組み合わせ、
次世代の家づくりが始まっています。

Ｉ Ｏ Ｒ Ｉ 倶 楽 部 の 取 り 組 み

（左から）ＩＯＲＩ倶楽部の金親丈史さん、佐久間秀夫
さん、滝田悦子さん。滝田さんがモデルハウス「つ
るのＩＯＲＩ」で来訪者対応を担当している。
「カフェだと思って『コーヒー三つ』と入ってくるお
客さまもいますよ。おしゃれな雰囲気があるんだと
思います。それでコーヒーを入れつつ、『実はここ、
モデルハウスです』と説明します。また古民家に興
味がある方が増えているので、空き家物件の情報も
あればと思います」

地
元
の
木
材
で
︑
地
元
の
職
人
が
︑
す
べ
て
料
理

奥
会
津
の
﹁
山
力
﹂
で
つ
く
る
︑
こ
れ
か
ら
の
家

モデルハウス

つるのＩ
い お り

ＯＲＩ
2011 年 3月竣工
木造 2階建て、延床面積 133.64㎡
☎ 080（1668）9643
E-mail：iori@sakuma-k.co.jp
〒 969-7406
大沼郡三島町大字早戸字湯ノ平 687

Ｉ
い お り

ＯＲＩ倶楽部
小さくても素材が生かされた木組み
のしっかりとした住まいを提供し、
ご家族の生活を地域総ぐるみで応援
していく―。従来の住宅産業とは一
線を画した家づくりを目指す。代表
は佐久間建設工業㈱の佐久間源一郎
代表取締役。会津地域の建設業者、
工務店、設備業者、設計業者、林業
者、木材業者、製材業者などでグルー
プを構成する

只見川のほとりに建つモデルハウス「つるのＩＯＲＩ」。在来工法に新しいデザインを組み合わせ、
開放的な住空間に木のぬくもりがあふれる。ウッドデッキからは美しいロケーションが広がる。
フローリング材には桐、栗、クルミ、赤松を使い、窓には木製サッシを使用。樹齢 70 年の杉を
使用した太鼓梁が構造を力強く支える。若者から団塊世代まで、希望や予算に合わせて設計する

　

早
戸
温
泉
つ
る
の
湯
の
隣
り

に
、
木
造
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
「
つ
る

の
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
は
あ
り
ま
す
。
佐

久
間
建
設
工
業
㈱
を
代
表
企
業
と

す
る
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
倶
楽
部
が
建
築
し

た
も
の
で
、地
場
木
材
を
使
用
し
、

木
組
み
の
在
来
工
法
と
「
板
倉
づ

く
り
」に
よ
る
住
宅
モ
デ
ル
で
す
。

　

監
修
し
た
金
親
丈
史
さ
ん
（
喜

多
方
市
）
は
「
一
般
の
住
宅
産
業

と
し
て
は
大
手
企
業
に
勝
て
ま
せ

ん
。
わ
た
し
た
ち
は
売
る
の
は

『
山
力
』
で
す
。
家
づ
く
り
の
背

景
に
あ
る
物
語
を
伝
え
る
こ
と
で

す
」
と
想
い
を
込
め
ま
す
。
地
元

の
木
材
を
使
う
こ
と
が
森
林
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
山
の
自
然

を
守
る
こ
と
へ
の
理
解
に
つ
な
が

る
︱
。
そ
ん
な
家
づ
く
り
と
環
境

保
全
を
目
指
す
も
の
で
す
。
佐
久

間
建
設
工
業
㈱
常
務
取
締
役
の
佐

久
間
秀
夫
さ
ん
も
「
先
代
が
残
し

て
く
れ
た
木
を
生
か
し
、
建
築
だ

け
で
な
く
家
具
や
燃
料
ま
で
、
生

活
を
豊
か
に
す
る
も
の
を
提
案
し

た
い
で
す
」
と
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

木
組
み
の
在
来
工
法
や
板
倉
づ

く
り
の
良
さ
は
、地
元
の
杉
材
で
、

地
元
の
職
人
が
す
べ
て
料
理
で
き

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
雇
用
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。金
親
さ
ん
は「
実

は
こ
の
地
域
に
よ
く
見
ら
れ
る
工

法
な
ん
で
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

　
「
板
を
横
に
並
べ
る
工
法
を『
落

と
し
板
倉
』
と
い
い
ま
す
。
断
熱

性
に
優
れ
、
木
組
み
の
在
来
工
法

は
地
震
の
際
も
揺
れ
の
力
を
逃
が

し
、
た
わ
ん
で
も
元
に
戻
る
特
徴

が
あ
り
ま
す
」

　
「
つ
る
の
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
が
完
成

し
た
の
は
２
０
１
１
年
３
月
。
内

覧
会
は
３
月
12
日
の
予
定
で
し
た

が
、
そ
の
前
日
に
東
日
本
大
震
災

が
起
き
ま
し
た
。
そ
し
て
７
月
29

日
に
は
豪
雨
災
害
が
発
生
。
ぎ
り

ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
浸
水
を
逃
れ
ま

し
た
。
震
災
後
、
同
倶
楽
部
は
96

棟
２
０
６
戸
の
木
造
仮
設
住
宅

を
、
い
わ
き
市
な
ど
に
建
設
し
ま

し
た
。
木
に
囲
ま
れ
た
仮
設
住
宅

は
好
評
で
、
今
後
の
復
興
住
宅
整

備
に
向
け
た
木
材
利
用
を
提
案
す

る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
倶
楽
部
が
目
指
す
の

は
、
若
い
人
た
ち
が
こ
れ
か
ら
建

て
た
い
と
思
う
よ
う
な
家
を
つ
く

る
こ
と
で
す
。
金
親
さ
ん
は
「
伝

統
的
な
工
法
に
よ
る
木
造
だ
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
セ
ン
ス
の
良
さ

が
大
切
」
と
強
調
し
ま
す
。

　
「
多
く
の
声
を
取
り
入
れ
た
住

ま
い
を
提
案
し
た
い
で
す
。
三
島

町
に
は
工
人
ま
つ
り
な
ど
の
開
催

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
が
訪
れ
ま
す
。
そ
れ
ら

の
皆
さ
ん
か
ら
生
活
を
豊
か
に
し

て
く
れ
る
セ
ン
ス
を
取
り
入
れ
、

家
づ
く
り
に
生
か
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

　

ま
た
佐
久
間
さ
ん
は
「
素
材
は

地
元
に
あ
る
。
そ
れ
を
生
か
し
た

仕
事
を
つ
く
る
こ
と
」
と
、
あ
く

ま
で
地
元
に
こ
だ
わ
り
ま
す
。

　
「
林
業
か
ら
空
間
デ
ザ
イ
ン
ま

で
、
若
い
人
が
積
極
的
に
か
か

わ
っ
て
感
性
を
発
揮
し
て
ほ
し
い

で
す
。
ま
た
豪
雪
に
対
応
し
た
住

環
境
づ
く
り
や
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
も
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」

82012.12広報みしま9 広報みしま2012.12



町
営
住
宅
等
の
整
備
に
向
け

検
討
委
員
会
を
設
置

　

町
で
は
10
月
１
日
に
住
環
境
整

備
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
町
営

住
宅
等
の
整
備
検
討
に
入
り
ま
し

た
。
今
年
度
末
ま
で
に
大
枠
の
方

針
を
決
め
る
予
定
で
す
。
検
討
委

員
会
に
は
三
つ
の
部
会
を
設
置
し

ま
し
た
。
①
町
営
住
宅
建
設
部
会

は
、
子
育
て
世
代
や
独
身
な
ど
の

若
者
向
け
住
宅
を
検
討
し
ま
す
。

②
高
齢
者
住
宅
建
設
部
会
は
、
高

齢
者
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
維

持
で
き
る
住
宅
を
検
討
し
ま
す
。

③
空
き
家
活
用
部
会
は
、
空
き
家

の
活
用
に
よ
る
住
宅
整
備
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。
事
務
局
は
産
業
建
設

課
に
置
き
ま
す
。

住
宅
事
情
を
踏
ま
え

町
の
声
を
住
ま
い
づ
く
り
に

　

町
営
住
宅
建
設
部
会
で
は
11
月

28
日
、「
住
ま
い
に
つ
い
て
語
る

集
い
」
を
観
光
交
流
館
か
ら
ん
こ

ろ
ん
で
開
き
、
住
宅
環
境
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。
部
会
長
に

就
い
た
五
十
嵐
乃
里
枝
さ
ん
（
大

谷
）
は
「
世
代
が
違
っ
て
も
住
み

や
す
い
形
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、

誰
の
た
め
に

ど
ん
な
住
ま
い
に

平
成
23
年
４
月
か
ら
の
10
年
間
の
計
画
を
策
定
し
た
第
４
次
三
島
町
振
興
計
画
。

そ
の
基
本
テ
ー
マ
は
「
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
ふ
る
さ
と
」
で
す
。

わ
た
し
た
ち
が
住
み
た
い
と
思
う
、
未
来
の
三
島
町
の
住
ま
い
は
ど
ん
な
も
の
か
。

ま
ず
は
自
由
に
語
り
合
う
こ
と
か
ら
、
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
、
一
般

の
方
の
参
加
を
促
し
ま
し
た
。

　

集
い
で
は
、
町
営
住
宅
に
つ
い

て
「
結
露
が
ひ
ど
く
、
カ
ビ
が
生

え
や
す
い
」「
単
身
者
用
住
宅
が

少
な
い
」「
子
ど
も
が
大
き
く
な

り
、
狭
く
感
じ
る
」
な
ど
の
悩
み

や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

こ
れ
か
ら
の
住
宅
整
備
に
つ
い
て

は
、「
子
ど
も
が
安
全
な
場
所
に
」

「
雪
の
処
理
を
工
夫
し
た
住
宅
を
」

「
入
居
者
が
交
流
で
き
る
共
有
ス

ペ
ー
ス
を
」「
畑
が
あ
る
住
宅
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
希
望
や
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

秦
和
幸
産
業
建
設
課
長
は
「
ま

ず
は
『
こ
う
い
う
住
宅
に
住
み
た

い
な
』
と
い
う
意
見
を
集
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
の
住
宅
様

式
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら

の
住
宅
を
自
由
に
考
え
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
」
と
多
く
の

参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

町
営
住
宅
建
設
部
会
は
今
後
も

話
し
合
い
の
場
を
多
く
設
け
、
具

体
的
な
住
宅
整
備
案
へ
と
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
高
齢
者
住
宅

建
設
部
会
、
空
き
家
活
用
部
会
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
進
め
方
を
検

討
中
で
す
。

問
産
業
建
設
課
☎
（
48
）
５
５
６
６

結露がひどい
単身者用住宅が足りない

日当たりが悪い

すべて和室

子どもが大きくなると狭い

老朽化がひどい

家賃の問題

子どもが安全な場所に

地域の目が届くように

除雪が心配つかず離れずというか

会話のできる場所を

ライフステージに合わせて

集落での共同作業も大事
雪の処理の工夫を

誰に住宅が必要か？
三島に移り住む人

　　　　　三島に戻りたい人

　　家を建てる財力がない人

　　　　　　　定住する人

　同居できない人

　　　　　　町内に勤務する人

三島に住んで、ほかに通う人

　　　　新婚の人

　　　　　　就職した若者

一人暮らしが大変なお年寄り

　　　あらゆる世代が入れる住宅

所属等 氏　名 役　職
議会 小　柴　正　洋 委員長
振興計画審議会 菅　家　政　義
教育委員会 坂　内　洋　二
民生児童委員協議会 横　田　源　一
商工会 布　施　慶　久
建築士会 栗　城　　　佐 副委員長
町民 五十嵐　乃里枝 町営住宅建設部会長
町民 秦　　　千代栄 高齢者住宅建設部会長
役場総務課長 渡　部　繁　信
　　産業建設課長 秦　　　和　幸
　　町民課長 小　堀　庄太郎
　　地域政策課長 渡　辺　春　吉

三島町住環境整備検討委員会

観光交流館からんころんで行われた「住まいについて語る集い」。町営住宅の現状や、今後の住宅整備について自由に話し合った

需要・苦情 現　　状 検討事項
町営 住 宅に住 み
たい。

現在入居募集を行っている
住宅は 34 戸となっている。

町営住宅の建設について

①単身者用住宅、世帯用
住宅の需要や建設方法

②集合住宅、戸建住宅の
需要や建設方法

③建設用地の選定
　（単独・団地・建て替え）

宅地造成について

①宅地の需要

②用地の選定

町営住宅が狭い。
（世帯者）

子どもが大きくなり住宅が
狭い。（4 人以上の家族構
成で 3DK に 7 世帯、3K に
1 世帯が入居）

単 身 用住 宅に住
みたい。（単身者）

3DK の間取りは単身者には
広い。（単身者 7 人が入居）

一 戸 建てに住 み
たい。

一戸建て住宅はなく、中間
所得者向けの住宅としては
宮下居平住宅の 1 棟 2 世帯
だけである。

家を建てたい。

宅地分譲地がなく民間参
入も見込めないため、対個
人による土地取得に限られ
る。

町営住 宅が 老 朽
化し、 住 環 境 が
悪い。

非水洗、雪処理の困難、湿
気などの問題があるが、入
居者の状況により改築には
課題が多い。

町営住宅の現状と主な検討事項
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東天紅上野店で行われた首都圏三島会総会

　首都圏在住の三島町出身者の会、首都圏三島会の第36回
総会は11月10日、東天紅上野店（東京都台東区）で行われ、
会員42人が出席しました。当町からは二瓶町長と町議会議員
などが招待されました。渡部保男会長（高清水出身）は「ふ
るさとになるべく足を運び、力になりましょう」とあいさつし
ました。総会後に懇親会を開き、再会を喜び語り合いました。
最後に恒例の盆踊りを行い、ふるさと三島をしのびました。

ふるさとを忘れない
首都圏三島会 第36回総会

4

身近な情報をお寄せください。
◉地域政策課 美しい村づくり班 ☎（48）5533

み し ま の 出 来 事
TownNews7

11月のスナップ

MemoryMemory
NovemberNovember

　大石田地区で春から行われてきた「そば・じゃ
がいもオーナー制事業」。同地区の福一満そば
クラブが主催し、オーナーには会津若松市や首
都圏などから12組が参加しました。5月から
11月まで全5回のプログラムで、そば・じゃが
いもの栽培、山菜採り、虫送り行事、そば打ち
などを体験。山村での交流を深めてきました。
　最後のプログラムの収穫祭は11月11日、大
石田生活改善センターで行われ、そば打ち、も
ちつきを行った後、交流会を開きました。オー
ナーの皆さんは、種まき、収穫、そば打ちと体
験してきた格別のそばを味わいました。そのほ
か、もち、こづゆ、わらび、イカ人参など地元
の味が並びました。また地区の皆さんによる大
正琴の演奏や、昔語り、大黒様の仮装踊りなど
が楽しく繰り広げられました。最後に全員が輪
になって太鼓と甚句に合わせて踊り、収穫祭を
締めくくりました。
　オーナーの皆さんからは「会津のそばは本当
においしいです。来年も参加し、同じ皆さんに
また会えることを楽しみにしています」とうれ
しい声が聞かれました。

渡部肇さん（右）がユーモアあふれる「そば口上」を披露して会場を沸かせた。
収穫祭にはオーナーのほか、会津大学短期大学部の学生や、先進地の柳津町
久保田の皆さんも参加。大石田地区からは約 30 人が参加して交流を楽しんだ

地区総出でおもてなし
大石田のオーナー制事業
盛大に収穫祭　来年の再会を約束

1

映画館のようにポップコーンも販売された上映会

　映画「天地明察」上映会は11月17日、交流センター山び
こで開かれ、170人が来場しました。800年続いてきた暦を
改めた江戸時代初期の実話。囲碁棋士・安井算哲（岡田准一）は、
改暦に反対する朝廷を相手に、命をかけて日食を言い当て、正
しい暦をつくりました。算哲を支えた妻・えん（宮﨑あおい）や、
改暦を命じた会津藩主・保科正之（松本幸四郎）も登場しま
した。上映は栄楽座の協力。チケットは割安で販売されました。

「天地明察」山びこで上映
ポップコーンも販売

6

田舎暮らし体験ツアーに参加した皆さん

味噌づくりで楽しく田舎体験
今年3回目の町観光協会主催ツアー

3

　町観光協会主催の田舎暮らし体験ツアーは11月23日・24
日に行われ、1回目の田植え・山菜採り、2回目の稲刈りに続
き、3回目は味噌づくりを行いました。県内や首都圏から10
人が参加。西方カタクリの会の皆さんが作り方を教えました。
味噌のほか、きな粉団子や、こづゆ作り、そば打ちなども行い、
参加者からは「大みそかと正月が一緒に来たようで、家族に
なれたような二日間でした」という感想が聞かれました。

宮下で収穫された新そばと、手作り豆腐を味わった収穫祭

　宮下そばと豆腐の会収穫祭は11月28日、宮下活性化セン
ターで行われ、宮下地区の皆さんなど約20人が新そばを味
わいました。そばは景観づくりも兼ねて、同地区の休耕地を
利用して栽培されました。そば粉は、町そば加工施設の電動
石臼製粉機を使って丁寧に製粉されました。また手作り豆腐
も振る舞われ、地元の味を満喫しました。同会は観光交流館
からんころんで月2回ほど、そばと豆腐を出しています。

宮下産、石臼挽き新そばを味わう
宮下そばと豆腐の会収穫祭

2

木の家づくりで森林再生を目指す
ＩＯＲＩ倶楽部　「板倉づくり」勉強会

7

　木造建築に取り組む IORI倶楽部主催による、杉板倉の住宅
見学会と勉強会は11月20日に行われ、約20人が参加しま
した。「板倉の家づくり」を提唱する筑波大学の安藤邦廣教授
の講話を聞きながら、住宅建築の現場を見学。その後、町民
センターで勉強会を行いました。安藤教授は「山間部には板
倉が多く残っています。山の暮らしと板倉はセットなのです」
と話し、奥会津の森林を活用した家づくりを提案しました。 安藤邦廣教授が講話した「板倉づくり」の勉強会

支え合いのお弁当　今年も届ける
宮下の女性ボランティア「ひまわり会」

5

　宮下地区の女性ボランティア「ひまわり会」は11月30日、
同地区の81歳以上の方々にお弁当を作り、自宅まで届けま
した。町社会福祉協議会の助成で毎年実施しています。同会
は平成2年の結成から毎年、高齢者の楽しみになるようにと、
お弁当の配達を続けてきました。お弁当には、メンバーの皆
さんが持ち寄った食材で作る色とりどりのおかずと、支え合
いの「真心」が詰められています。 お弁当を高齢者に届けた「ひまわり会」の皆さん
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ズームイン６ 町民記者の地元密着通信

文・写真　町民記者　若林幸代さん（滝谷）輪投げと昼食会で楽しいひと時１

輪投げの後、昼食会を楽しんだ滝谷地区の皆さん

　滝谷和楽塾は 11 月 20 日、滝谷集会所で行われ、
約 20 人が参加して輪投げと昼食会を楽しみました。
輪投げでは前回、大竹順子さんがパーフェクトを達
成したので、ほかの皆さんも負けじと精神統一して投
げました。簡単に見えてもなかなか難しく、わたしも
夢中になり、写真を撮るのを忘れてしまいました。結
果は目黒政栄さんが優勝、大竹順子さんが準優勝で
した。その後、昼食会を盛大に行い、楽しいひと時を
過ごしました。

文・写真　町民記者　菅家敏一さん（高清水）輪投げで交流　お互い元気をもらう２

輪投げを楽しんだ高清水・小山地区の皆さん

　高清水・小山健康を守る会と老人会の共催による
輪投げ大会は 11 月 24 日、高清水集会所で行われま
した。両地区の皆さん 25 人が参加し、ゲームを通し
て楽しい時間を過ごし、会話も弾みました。高齢化が
進み、普段は家から出ることが少なくなりがちですが、
みんなで集まることでお互いの元気な姿を見て、さら
に元気をもらえる場になりました。これから厳しい冬
を迎えますが、次回も健康で元気に集まれることを楽
しみに散会しました。

文・写真　町民記者　小島　純さん（宮下）世帯を訪問し、防犯を呼び掛け４

世帯を訪問して行われた防犯診断

　防犯診断は 10 月 20 日に行われ、町防犯指導隊（小
松正信隊長）、会津坂下警察署三島駐在所（松本哲

あきら

巡
査長）、役場担当者が、宮下地区の一般世帯 8 軒を訪
問して回りました。診断では防犯チェック表に基づい
て状況を確認し、戸締まりや外出時の隣近所への声
掛けなど、防犯の注意を促しました。
　町内では一人暮らし、二人暮らしの高齢者世帯が
増えており、隣近所での声掛けや気遣いが、安全・
安心な暮らしの助けとなります。

秋が深まる宮下の小
こ

径
みち

を歩く５

秋晴れのもと宮下の町なかを巡り歩いた健康ウォーク

　宮下地区で 10 月 27 日、第 14 回健康ウォークが行
われ、約 40 人が参加しました。全員で準備体操をし
た後、宮下活性化センターを午前 9 時にスタート。「田
中の小

こ

径
みち

」や「花樹のみち」、「お宮みち」などの道し
るべを目印に巡り、秋が深まる小

こ

径
みち

の風景を楽しみな
がら歩きました。これらの道しるべは、同地区が町並
み景観づくりの一環で設置したものです。その後、参
加した皆さんは宮下活性化センターに戻り、バーベ
キューで懇親会を行って親睦を深めました。

学生も参加　早戸の虫供養３

福島大学の学生も参加した早戸の虫供養

　早戸地区で 11 月 10 日、古くから伝わる行事「虫供
養」が行われました。午後 1 時、早戸生活改善センター
を出発し、先月新しく建立されたばかりの虫供養塔へ
向かいました。佐久間弥一さんが鐘をたたきながら先
頭を歩きました。早戸の方々だけでなく、遠くから訪
れた方や、福島大学の佐々木康文准教授と学生の皆さ
んも参列しました。虫供養塔では一人一人が手を合わ
せ、虫の魂に祈りを捧げました。早戸の方々は「無事
に終わることができてよかった」と安心していました。

文・写真　町民記者　五十嵐信一さん（早戸）

文・写真　町民記者　小島　純さん（宮下）

「かぐや姫」　町並みを彩る６

3 本の竹筒で作ったプランターにパンジーを植えた「かぐや姫」

　宮下地区で 11 月 4 日、各戸の玄関先に置
いている竹筒プランター「かぐや姫」の入れ
替えが行われ、地区の皆さん約 30 人が作業
に当たりました。各戸から竹筒を回収し、寒
さに強いパンジーを移植。再び各戸に届け、
玄関先を飾りました。
　この取り組みは同地区の町並み景観づくり
の一環で実施されているもので、地区の皆
さんが協力し、暮らしに彩りを添えています。

文・写真　町民記者　小島　純さん（宮下）
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　毎日、寒い日が続きますがいかがお過ごしですか。
これから、インフルエンザが流行する季節になります。
皆さんは、どんな対策をとっていますか。今回は、イ
ンフルエンザ対策についてつぶやいてみたいと思い
ます。

＊うがいのインフルエンザ効果
　インフルエンザウィルスは気道の粘膜に取りつくと
数分～20分で細胞の中に入り込んでしまいます。例
えば、カップラーメンにお湯を入れて食べ終わる頃に
は、すっかりウィルスがおじゃましていることになり
ます。恐るべしインフルエンザ！　そして、ウィルス
は鼻の粘膜から高頻度に検出されるので、うがい自体
に効果はあっても鼻粘膜はうがいで洗うことはできな
いので、インフルエンザに対するうがいの効果は限ら
れます。

＊マスク
　咳で約10万個、くしゃみで約 200万個のウィル
スを含んだばい菌が1回の咳やくしゃみで、約2～
3ｍ先まで飛んでいきます。マスクで完全に抑えるこ
とはできませんが、ウィルスの侵入を約3割減らす
といわれています。

＊加湿
　インフルエンザウィルスなどは湿度に弱い性質が
あります。部屋の湿度を上げるために加湿器を使っ
たり、洗濯物を部屋干ししてみるのも効果的です。

　以上、いろいろつぶやいてみましたが、いかがでし
たか。最後に、強いストレスも免疫力を低下させるた
め、上手にストレスを発散することも忘れないでくだ
さい。

県立宮下病院から

病棟看護師のつぶやき

木村 幸子 看護師
４カ月児健診
 12 月 11 日㊋ 11：15 ～ 坂下厚生総合病院
 1 月 8 日㊋ 11：15 ～ 坂下厚生総合病院

３歳児健診
 1 月 16 日㊌ 13：00 ～ 柳津町・銀山荘

乳幼児健診
 2 月 26 日㊋ 13：10 ～ 町民センター
　《対象》乳児、1 歳 6 カ月児、2 歳児

足腰げんき教室
▶室内運動編
 12 月 11 日㊋ 13：30 ～ 町民センター
 1 月 8 日㊋ 13：30 ～ 町民センター 
▶水中運動編
 12 月 20 日㊍ 13：00 町民センター集合
   （河東学園プールへ送迎）
 1 月 23 日㊌ 13：00 町民センター集合
   （河東学園プールへ送迎）

機能訓練会
 12 月 12 日㊌ 14：00 ～ 福寿草
 1 月 9 日㊌ 14：00 ～ 福寿草

心の健康相談（※事前申し込み必要）
 12 月 17 日㊊ 13：30 ～ 福寿草
 1 月 7 日㊊ 13：30 ～ 福寿草
　《申込先》町民課 ☎（48）5565

保健・子育て・健康づくり
問町民課 ☎（48）5565

schedule

　

三
島
町
文
化
祭
は
文
化
の
日
の
11

月
３
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
表
彰
で
は
、
第
48
回
全

国
児
童
才
能
開
発
コ
ン
ク
ー
ル
（
図

画
部
門
）
で
財
団
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
菅
家
悠
那
さ
ん
（
小
２
・
中
平
）、

第
42
回
世
界
児
童
画
展
で
入
選
し
た

小
柴
ひ
な
の
さ
ん
（
小
５
・
西
方
）、

第
56
回
県
書
き
ぞ
め
展
で
奨
励
賞
を

受
賞
し
た
坂
内
遥
人
く
ん
（
小
５
・

宮
下
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。
ま
た
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
、
交
通
安
全
運
動
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
で
特
選
に
選
ば
れ
た
児
童
生

徒
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
三
島
中
生
徒
に
よ
る
合
唱

や
、
一
般
参
加
者
に
よ
る
演
芸
会
が

行
わ
れ
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
書
、
絵
画
、
写
真
、

生
け
花
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
の
作
品

が
多
数
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
食

堂
も
運
営
さ
れ
た
ほ
か
、
役
場
前
で

は
白
菜
や
大
根
な
ど
の
農
産
物
や
、

揚
げ
た
て
の
コ
ロ
ッ
ケ
、
い
わ
き
市

四
倉
か
ら
の
ホ
タ
テ
焼
き
な
ど
が
販

売
さ
れ
ま
し
た
。

三
島
町
文
化
祭

学
ぶ
、楽
し
む
、文
化
の
日

1 2

1_ 生涯学習表彰を受ける菅家悠那
さん（小 2・中平）。第 48 回全国児
童才能開発コンクール（図画部門）
で財団奨励賞を受賞した
2_ 合唱を披露した三島中生徒の皆
さん。混声で「ファイト」「このみち」、
男声で「いざたて戦人よ」「鯉のぼ
り」、女声で「わたしと小鳥とすずと」
を歌った
3,4_ 会津みしま自然エネルギー研
究会が、ペットボトルを使った風力
発電機の工作コーナーを設け、子
どもたちが体験した
5,6_ 役場前では消火器体験のほ
か、白バイやパトカーの体験乗車
も行われた

3 4

5 6
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Open Space

三島町卓球クラブ
◎練　習 毎週水曜日、午後 7 時から 9 時まで
◎場　所 町民センター大ホール
※誰でも参加できますのでお気軽においでください。

民話
第 21 話

大黒様の話

　

十
二
月
の
九
日
に
大
黒
様
が
旅
に
出

た
っ
て
。
そ
し
て
、
大
黒
様
は
神
様
み

た
い
な
人
だ
か
ら
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

御
馳
走
を
い
た
だ
く
か
ら
な
ぁ
。
腹
や

け
と
か
胸
が
熱
く
な
っ
た
り
し
て
、
胃

が
悪
く
な
っ
た
だ
べ
ぇ
。
あ
る
村
の
道

下
の
川
端
で
、
大
根
洗
い
し
て
た
女
子

の
人
い
た
だ
ど
。
そ
ん
じ
ぇ
、

　
「
胸
焼
け
し
て
困
っ
て
っ
か
ぁ
。
そ

の
大
根
一
本
く
ん
に
ぇ
が
ぁ
」

ち
ゅ
っ
た
ら
、

　
「
う
ち
の
ご
主
人
は
と
て
も
厳
し
い

人
で
、こ
の
山
の
よ
う
な
大
根
も
何
本
、

何
本
っ
て
数
え
て
ら
っ
か
ら
、
ほ
か
さ

分
け
る
こ
と
で
き
ね
ぇ
が
ら
ぁ
」

っ
て
言
う
も
ん
だ
か
ら
、
大
黒
様
は
、

　
「
そ
う
か
そ
う
か
。
悪
い
悪
い
。
そ

ん
な
厳
し
い
ご
主
人
様
で
は
、
後
で
そ

な
た
が
難
儀
す
る
も
ん
な
ぁ
」

優
し
く
そ
う
言
わ
っ
て
、
川
端
離
れ
た

ど
。
し
た
ら
ば
、
そ
の
女
子
の
人
は
山

の
大
根
ま
た
洗
い
だ
し
た
べ
ぇ
。
し
た

ら
ば
ち
ょ
う
ど
股
が
り
大
根
で
二
本

く
っ
つ
い
て
る
が
な
さ
手
か
け
た
ど
。

　
「
大
黒
様
、
大
黒
様
。
ほ
れ
ほ
れ
こ

の
大
根
の
片
っ
ぽ
う
だ
っ
た
ら
、
厳
し

い
旦
那
様
も
怒
ん
ね
ぇ
べ
が
ら
な
ぁ
。

こ
れ
半
分
お
だ
っ
か
ら
、
こ
れ
で
も
良

か
っ
た
ら
な
っ
し
」

っ
て
分
け
て
く
っ
ち
ゃ
ど
。

　
「
あ
り
が
と
う
な
ぁ
。
こ
の
股
が
り

大
根
で
助
か
っ
た
ぞ
ぉ
。
そ
な
た
の
思

い
は
忘
れ
ま
い
ぞ
。
こ
れ
か
ら
は
良
い

暮
ら
し
が
で
き
る
ぞ
」

肩
を
優
し
く
た
た
い
て
く
れ
ら
っ
て

な
ぁ
。大
黒
様
ま
た
出
掛
け
ら
っ
た
ど
。

ほ
ん
に
女
子
の
人
は
、
そ
れ
か
ら
っ

ち
ゅ
う
も
の
は
良
い
暮
ら
し
に
な
っ

て
、
一
生
安
楽
に
暮
ら
さ
っ
た
ど
。

　

そ
ん
じ
ぇ
、
十
二
月
の
九
日
に
は
神

棚
さ
股
が
り
大
根
供
え
て
、
あ
っ
た
か

い
ご
飯
上
げ
申
す
よ
う
に
な
っ
た
だ

わ
。

　
「
十
二
月
九
日
は
、
股
が
り
大
根
忘

れ
ん
な
よ
ぉ
」

な
ん
て
言
わ
れ
言
わ
れ
し
た
な
ぁ
。

　

ざ
っ
と
昔
、
栄
え
申
し
た
。

　

掲
載
協
力
者　

杉
本
ミ
ツ
イ
さ
ん
（
桧
原
）

三
島
剣
友
会

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ク
ラ
ブ
№5

　
「
め
ー
ん
、
め
ー
ん
」

　

子
ど
も
た
ち
の
気
勢
の
声
が
体
育

館
に
響
き
ま
す
。
冷
た
く
て
も
裸
足
、

背
筋
は
ピ
ン
と
張
り
、
た
く
ま
し
く

凛り

り々

し
い
少
年
少
女
剣
士
た
ち
で
す
。

　

三
島
剣
友
会
は
、
毎
週
月
曜
日
と

木
曜
日
、
午
後
７
時
か
ら
８
時
半
ま

で
、
三
島
小
体
育
館
で
練
習
し
て
い

ま
す
。
栗
城
佐
さ
ん
（
宮
下
）、
細
堀

高
正
さ
ん
（
宮
下
）、
三
島
駐
在
所
の

元
巡
査
部
長
の
鈴
木
孝
二
さ
ん
（
会

津
若
松
市
）
が
指
導
し
て
い
ま
す
。

会
員
は
現
在
、
小
学
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
15
人
で
す
。

　

11
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
第
21
回

金
山
町
妖
精
の
里
剣
道
大
会
で
は
、

団
体
１
部
と
２
部
で
３
位
、
個
人
で

青
木
亜
衣
さ
ん
（
西
方
）、
齋
藤
さ
と

み
さ
ん
（
宮
下
）
が
と
も
に
３
位
入

賞
し
ま
し
た
。

　

三
島
剣
友
会
で
は
小
学
生
と
大
人

の
方
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

練
習
日
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

剣道に励む三島剣友会の剣士たち

心
身
を
鍛
え
、
健
や
か
に
成
長
◆

会
員
募
集
中
◆

　三島町卓球クラブ主催の第1回桐の里じねーんと
ラリーピンポン大会は11月18日、町民センターで
開催されました。「じねーんと」とは「急がないで、ゆっ
くりと」という意味です。相手を負かそうとするので
はなく、相手を思いやるピンポンでラリーを続け、そ
の回数を競いました。
　大会には10組が出場し、和気あいあいと歓声を上
げながら楽しみました。渡部政司さん（荒屋敷）・佐
藤美智子さん（宮下）の組が、1回目74回、2回目
はなんと285回、合計359回の最高記録を出しまし
た。終了後、参加者全員に記録証が手渡されました。

文・写真　卓球クラブ　菅家寿一さん（間方）

第1回桐の里じねーんとラリーピンポン大会

思いやりのピンポン楽しむ

2 回の合計で 359 回を記録した渡部政司さんと佐藤美智子さん

　高清水地区には、年齢を合わせると200歳の元気
なお二人がいます。三島町の最高齢、満102歳の小
柴キンさん（明治43年生まれ）と、満98歳の横田
トメさん（大正3年生まれ）です。受け答えもはっき
りしており、新聞も読めるそうです。元気のもとは何
かと尋ねると「やる気」「人を愛すること」「食欲」「笑
うこと」、そして「多少の色気」だそうです。でも一
番大事なのは「感謝の心」をいつも持つことと教えて
くださいました。いついつまでも美しくお元気で。

キンさん、トメさん
二人合わせて200歳

文・写真　町民記者　菅家敏一さん（高清水）

102 歳の小柴キンさん（左）と 98 歳の横田トメさん（右）

和気あいあいとラリーを楽しんだピンポン大会

ゆめぽけっとにクリスマスツリー

　子どもたちが折り紙でサンタクロースを作り、クリ
スマスツリーに飾りました。ツリーの杉の木は五十嵐
富一さん（大谷）が提供してくださいました。

町民センター図書コーナー
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Information

栗　城　正　紀　様（間方）

青　木　倉　一　様（西方）

諏　訪　義　幸　様（宮下）

ご寄附

ありがとうございました

町社会福祉協議会へ

ご遺志によるもの

会津坂下警察署からのお知らせ

区　分 管　内 三島町
空 き 巣 ね ら い 1
忍 び 込 み 2
事 務 所 荒 ら し 1
出 店 荒 ら し 1
自 動 車 盗
オ ー ト バ イ 盗
自 転 車 盗 16
自 販 機 ね ら い 2
車 上 ね ら い 3
部 品 ね ら い
強 制 わ い せ つ 1
街 頭 犯 罪 合 計 27 0
全 刑 法 犯 113 6

※全刑法犯には街頭犯罪以外（器物
損壊、暴行、傷害、万引き、詐欺な
ど）の犯罪発生件数が含まれます。

街頭犯罪発生状況（1月～10月）

振り込め詐欺
明日は我が身かも

　10 月下旬、喜多方市内の一般世
帯に、息子を名乗る男から「風邪
で声が変わった。携帯電話の番号
が変わった」との電話があり、そ
の後同じ息子を名乗る男から「儲
け話に手を出して大変なことに
なった。150 万円振り込んでもら
いたい。銀行員に怪しまれないよ
うリフォーム代と話して預金を下
ろして」と電話があり、それを信
用して指定された口座に 150 万円
を振り込んでしまった被害があり
ました。

振り込め詐欺を疑うキーワード
①息子や孫など「身内の名前」
を名乗ってくる
②声、電話番号が「変わった」
③仕事、借金、投資、異性関係
などで失敗し「お金が必要だ」
④指定した口座に「振り込んで
くれ」
※怪しい電話なら、ご家族に電
話をかけ直して確認できるまで、
絶対に振り込まないでください。

三島町での刑法犯（10 月）

1 件 12月の納税

▶固定資産税
　第3期

▶国民健康保険税
　第5期

▶介護保険料
　（普通徴収）第5期

▶後期高齢者医療保険料
　（普通徴収）第5期

忘れずにお納めください。
役場 町民課

納期限12月25日

町の人口と世帯

人口 1,905 -6 出生 0
男 912 -2 死亡 6
女 993 -4 転入 4

世帯 835 ±0 転出 4

※住民基本台帳による数値です。

11月1日現在

12 月 13 日㊍・14 日㊎
町議会定例会

12 月 16 日㊐
衆議院議員総選挙投票日

12 月 19 日㊌
第 41回雪と火のまつり実行委員会 14：00～ 町民センター

12 月 20 日㊍
町振興計画審議会 13：30～ 町民センター

12 月 25 日㊋
町補助金制度審議会 13：30～ 町民センター

1 月 4 日㊎
名刺交換会・自治功労表彰式 10：00～ 町民センター

1 月 6 日㊐
消防出初め式 10：00～

これからの予定

品名 検査日 採取場所 放射性物質（ベクレル／㎏）
ヨウ素 131 セシウム 134 セシウム 137

玄米 11 月 9 日 西方 不検出 不検出 不検出

里いも
11 月 2 日 大谷 不検出 不検出 不検出
11 月 6 日 大石田 不検出 不検出 不検出

大豆 11 月 9 日 名入 不検出 不検出 不検出
かりん 11 月 13 日 大登 不検出 不検出 不検出

キャベツ 11 月 8 日 大石田 不検出 不検出 不検出
白菜 11 月 2 日 大谷 不検出 不検出 不検出
大根 11 月 2 日 大谷 不検出 不検出 不検出

なめこ

11 月 1 日 間方 不検出 31 54
11 月 1 日 滝谷 不検出 ND ND
11 月 2 日 川井 不検出 不検出 不検出
11 月 5 日 大石田 不検出 20 34
11 月 6 日 西方 不検出 不検出 41
11 月 8 日 美坂高原 不検出 ND ND
11 月 9 日 大谷 不検出 不検出 30
11 月 12 日 間方 不検出 37 62

ぶなはりたけ 11 月 12 日 大谷 不検出 21 36
おおいちょうたけ 11 月 8 日 大石田 不検出 81 132

くりたけ
11 月 1 日 間方 不検出 31 57
11 月 5 日 間方 不検出 42 66

もたし 11 月 1 日 間方 不検出 92 149
むきたけ 11 月 8 日 西方 不検出 不検出 不検出

大葉 11 月 2 日 宮下 不検出 不検出 不検出
チンゲン菜 11 月 5 日 川井 不検出 不検出 不検出

食用菊 11 月 1 日 桧原 不検出 不検出 不検出
えごま 11 月 5 日 浅岐 不検出 不検出 不検出

問役場 地域政策課 ☎（48）5533
　放射能検査室 ☎（52）3511

食品の放射能測定結果（抜粋）

※ ND は検出下限値（20 ベクレル／ kg）以下を示します。

●乾燥機代わりにしたために
　洗濯物が乾きにくいこの季節。つい、ストーブの真
上や近くで洗濯物を乾かしてしまいがち。乾いてくる
と、軽くなった洗濯物がストーブに落ちて火災に。

ストーブの近くで洗濯物を乾かさない！

●タンクの灯油がこぼれて…
　ストーブを使っている途中に、灯油が切れた。そこ
で、点火したまま、タンクを抜いて給油した。セット
しようとタンクをひっくり返したら、ふたがはずれ灯
油がストーブにこぼれて…。

給油するときは、必ずストーブを消すこと。
給油した後、タンクのふたをきちんと閉め
たか確認すること！

●スプレー缶が爆発！
　スプレー缶をストーブの近くに置きっぱなしにした
ため、暖められて中のガスが膨張し、爆発して火災に。

スプレー缶をストーブのそばに置いたり、近
くで使用してはいけません！

問会津坂下消防署三島出張所　☎（52）3032

ストーブの
取り扱いに
注意しましょう

問町社会福祉協議会 ☎（52）3344

地域ふれあいサロン
川井友愛サロン
12 月 11 日㊋ 10：00～ 川井集会所

大石田友遊サロン
12 月 20 日㊍ 13：30～ 大石田生活改善センター

心配ごと相談
12月 13日㊍ 9：30～ 福寿草

原子力災害
県民健康管理調査問診票

ご回答のお願い
　県では、原子力災害による放射線
の影響を踏まえ、県民の皆さまの健
康を長期にわたり見守っていきます。
その出発点として、県民健康管理調
査基本調査問診票をご提出いただい
た皆さまには、外部被ばく線量をお
伝えしております。現時点で推計結
果の通知が届いていない方には、現
在急ピッチで作業を進めております
ので、もう少々お待ちください。
　まだ問診票を提出されていない皆
さまは、平成 23 年 3 月 11 日から 7
月 11 日までのご自身の外部被ばく線
量を確認いただくために、問診票に
ご記入いただき提出をお願いいたし
ます。

問診票の書き方
出前説明会・相談会

　県と県立医科大学では、県民健康
管理調査基本調査問診票に関する出
前書き方説明会・相談会を、皆さま
のご要望に応じて開催します。
　開催日時は土・日・祝日を除く午
前 9 時から午後 4 時までの間で、1
回当たり 10 ～ 15 名までの相談が可
能です。詳しくは県立医科大学県民
健康管理センターまでお問い合わせ
ください。
問県立医科大学
　県民健康管理センター
☎ 024（547）1786

あなたの健康、見守ります。 検索

県民健康管理調査
基本調査問診票
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地区
一歩一歩

づくり
File6

早
戸
地
区

絶
景
の
峡
谷
を
歩
く
神
々
の
道
と
霧
幻
峡
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

神
々
の
道
と
霧
幻
峡
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
は
、
紅
葉
が
見
ご
ろ
と
な
っ

た
11
月
４
日
、
早
戸
地
区
と
対
岸

の
金
山
町
雨
沼
地
区
を
巡
る
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
づ

歩
こ
う
会
の
主
催
、
早
戸
地
区
、

雨
沼
地
区
、
早
戸
温
泉
つ
る
の
湯

企
業
組
合
の
共
催
で
、
昨
年
夏
に

続
き
二
回
目
。
町
内
外
か
ら
約

２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
会

津
若
松
市
で
避
難
生
活
を
送
る
大

熊
町
の
皆
さ
ん
約
80
人
も
参
加
し

ま
し
た
。

　

午
前
10
時
に
、
つ
る
の
湯
前
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
只
見
川
と
紅
葉
の

絶
景
ポ
イ
ン
ト
や
、
点
在
す
る
道

祖
神
、
古
民
家
で
の
休
憩
な
ど
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
約
８
㎞
の
コ
ー
ス

を
２
時
間
半
ほ
ど
か
け
て
歩
き
ま

し
た
。
星
賢
孝
さ
ん
（
雨
沼
）
が

先
導
し
な
が
ら
見
ど
こ
ろ
を
案
内

し
た
ほ
か
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
は
、
つ
る
の
湯
の
入

湯
券
を
配
布
し
た
ほ
か
、
完
歩
賞

と
し
て
早
戸
の
風
景
の
フ
ォ
ト

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
き
の

こ
汁
も
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

早
戸
地
区
に
は
約
30
カ
所
に
祠ほ

こ
ら

や
石
仏
、
道
祖
神
な
ど
が
点
在
し

て
い
ま
す
。
夜
泣
き
地
蔵
、
稲
荷

様
、
愛
宕
様
、
不
動
明
、
お
伊
勢

様
、
金
毘
羅
様
、
山
の
神
様
、
水

神
様
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
々
が

祭
ら
れ
、
信
仰
の
歴
史
が
色
濃
く

残
る
地
域
で
す
。
同
地
区
で
は
こ

れ
ら
の
神
々
を
巡
る
道
を
、
平
成

21
年
度
か
ら
23
年
度
に
か
け
て
整

備
し
、
今
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ル
ー
ト
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
夏
、
第
１
回
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
の
後
に
豪
雨
災
害
が
発
生

し
、
只
見
川
沿
岸
部
の
遊
歩
道
に

土
砂
が
堆
積
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
早
戸
地
区
で
は
今
年
度
、
樹

木
を
植
栽
し
て
沿
岸
部
の
緑
化
を

行
い
、
美
し
い
景
観
に
戻
そ
う
と

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

紅葉に染まる風景を眺めながら、早戸から三更への早三橋を渡っていく参加者の皆さん

1_ウォーキングを先導し、見どころを案内した星賢孝さん　2_ 歴史を物語る三更の古民家で休憩した
3_ 道端のお地蔵様がやさしく見守る

1 2 3

衆
議
院
議
員
総
選
挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

12
16
月

日
㊐
棄
権
し
な
い
で

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

◆
投
票
時
間　

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

　

※
お
届
け
し
た
入
場
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
紛
失
し
た
場
合

　
　

で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す

　
　

の
で
、
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
期
日
前
投
票
】　

12
月
５
日
㊌
か
ら
12
月
15
日
㊏
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

場
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

問
三
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）
☎
（
48
）
５
５
１
１

村田文雄副知事（左）に要望書を手渡す会長の二瓶隆司町長と、
同席した副会長の小柴修一議長、広報部長の五十嵐健二副議長

丹羽真一病院事業管理者（右）に要望書を手
渡す会長の二瓶隆司町長と後援会の皆さん

県庁を訪問し、宮下病院についての要望を
行った皆さん

　

県
立
宮
下
病
院
等
後
援
会
は

11
月
28
日
、
県
庁
を
訪
問
し
、

県
立
宮
下
病
院
に
つ
い
て
の
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
会
長

の
二
瓶
隆
司
町
長
、
副
会
長
の

小
柴
修
一
議
長
、後
援
会
役
員
、

厚
生
担
当
町
議
員
、
区
長
会
長

な
ど
の
皆
さ
ん
18
人
が
参
加
。

村
田
文
雄
副
知
事
、
丹
羽
真
一

病
院
事
業
管
理
者
、
佐
原
輝
一

病
院
局
長
に
面
会
し
、
宮
下
病

院
の
耐
震
化
や
診
療
体
制
・
診

療
科
目
の
充
実
、
代
診
医
派
遣

事
業
の
継
続
な
ど
を
要
望
し
ま

し
た
。

　

県
側
か
ら
は
「
宮
下
病
院
は

奥
会
津
地
域
の
医
療
を
担
う
重

要
な
病
院
と
し
て
位
置
付
け
て

お
り
ま
す
」
と
心
強
い
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。
施
設
の
耐
震
化

に
つ
い
て
は
現
在
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

要
望
活
動
に
参
加
し
た
皆
さ

ん
は
「
へ
き
地
に
お
け
る
宮
下

病
院
の
役
割
の
重
要
性
に
対
す

る
意
識
の
共
有
が
図
れ
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

県
立
宮
下
病
院
等
後
援
会

診
療
充
実
や
耐
震
化
な
ど
を
県
へ
要
望
2012.11.28
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三
島
中
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

県
大
会
３
位
の
快
挙

一
月
の
プ
リ
ン
ス
カ
ッ
プ
（
東
北
大
会
）
の
出
場
権
獲
得

過
去
最
高
成
績
の
東
北
ベ
ス
ト
８
以
上
を
目
標
に
挑
む

三島中男子バレーボール部の生徒たち
五十嵐忠馬くん（2 年・大石田）、 鈴木　大輔くん（2 年・宮　下）、 角田　雄大くん（2 年・川　井）
中丸　　拓くん（2 年・宮　下）、 二瓶　北都くん（2 年・西　方）、 渡辺　颯人くん（2 年・大石田）
阿部　翔兵くん（1 年・滝　谷）、 板橋　瑞樹くん（1 年・滝　原）、 大竹　昌寿くん（1 年・滝　谷）
小平　　陸くん（1 年・西　方）、 羽田　佑真くん（1 年・西　方）、 坂内　萌人くん（1 年・宮　下）

三島中男子の秋季大会成績（セットカウント）
第 34 回福島県中学生バレーボール選手権大会
会津地区予選　1 セットも落とさずに優勝
福島県大会

【二回戦】 北信中（福島市）に 2 対 1 で勝利
【三回戦】 藤間中（いわき市）に 2 対 1 で勝利
【準決勝】 白河中央中（白河市）に 0 対 2 で敗退
《成　績》 第 3 位

強
豪
藤
間
中
を
破
っ
て
３
位

東
北
大
会
へ
の
切
符
を
手
に

　

三
島
中
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
は
11
月
10
日
・
11
日
、
い
わ

き
市
立
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
第
34
回
福
島
県
中
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
出

場
し
、
３
位
と
い
う
活
躍
を
見

せ
ま
し
た
。

　

会
津
地
区
予
選
を
１
位
で
通

過
し
た
三
島
中
は
、
シ
ー
ド

校
と
し
て
二
回
戦
か
ら
出
場
。

エ
ー
ス
鈴
木
大
輔
く
ん
の
ス
パ

イ
ク
や
、
主
将
渡
辺
颯
人
く
ん

の
サ
ー
ビ
ス
エ
ー
ス
の
活
躍
で

点
差
を
開
き
、
北
信
中
（
福
島

市
）
に
勝
ち
ま
し
た
。
続
く
三

回
戦
は
藤
間
中
（
い
わ
き
市
）

と
対
戦
。
伝
統
あ
る
強
豪
校
を

相
手
に
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
２
対

１
で
競
り
勝
ち
ま
し
た
。
準
決

勝
で
は
白
河
中
央
中
の
力
が
一

枚
上
手
で
し
た
が
、
最
後
ま
で

健
闘
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
保
護
者
や
兄
弟
な

ど
多
く
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、
立

ち
っ
ぱ
な
し
の
熱
い
声
援
で
超

小
規
模
校
の
躍
進
を
後
押
し
し

ま
し
た
。

　

同
部
は
11
月
14
日
、
今
回
の

成
績
報
告
に
役
場
町
長
室
を
訪

れ
ま
し
た
。
監
督
の
木
村
仁
根

教
諭
が
試
合
展
開
を
説
明
。
続

い
て
主
将
渡
辺
颯
人
く
ん
は

「
た
く
さ
ん
の
応
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
初
め
て
の

県
大
会
で
雰
囲
気
に
の
ま
れ
そ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
３
位
と

い
う
結
果
は
う
れ
し
い
で
す
。

ミ
ス
か
ら
連
続
で
得
点
さ
れ
た

こ
と
が
反
省
点
で
す
。
来
年

は
優
勝
、
そ
し
て
東
北
大
会
に

出
場
し
た
い
で
す
」
と
力
を
込

め
ま
し
た
。
エ
ー
ス
鈴
木
大
輔

く
ん
は
「
初
戦
は
緊
張
し
ま
し

た
が
、
二
日
目
か
ら
は
ガ
ン
ガ

ン
打
て
ま
し
た
。
来
年
は
東
北

大
会
ベ
ス
ト
８
以
上
を
狙
い
ま

す
」
と
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

ま
た
五
十
嵐
忠
馬
く
ん
は
「
牛

乳
を
飲
ん
で
も
っ
と
背
を
伸
ば

し
、
力
を
つ
け
た
い
で
す
」
と

成
長
を
誓
い
ま
し
た
。

　

三
島
中
は
今
回
の
成
績
に
よ

り
、
１
月
12
日
・
13
日
に
宮
城

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
プ

リ
ン
ス
カ
ッ
プ
（
東
北
大
会
）

に
出
場
す
る
権
利
を
得
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
可
能
性
を
秘
め

た
２
年
生
と
１
年
生
。
さ
ら
な

る
飛
躍
を
目
指
し
て
挑
戦
が
続

き
ま
す
。

　

全
校
生
徒
30
人
の
三
島
中
の

常
設
部
は
、
男
女
と
も
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
だ
け
で
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
の
温
か
い
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。
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